
No.1

分掌 評価領域 重 点 目 標 評　価 成　果　と　課　題

家庭・地域社会との連携

研修・研究活動 研修・研究による指導力向上

分掌や担任、家庭、地域、関係教育機関と連携し、人権上の課題の実態把握に努める。

教職員の人権教育の力量を高めるため、人権問題に関する職員研修を充実させる。

地域別懇談会の企画運営を充実させる。

ＨＰの定期的、効率的な更新を図る。

研究授業や公開授業を実施する。
外部講師の活用を図る。

広報活動の更なる充実と全地域に配布出来るシステムを作り上げる。

生徒の進路や生き方と関連させ、人権
意識の高揚を図り、人権問題に対する
正しい理解、認識の基礎を養う

計画的で適正な文書作成と公文書の発送を行う。
本校の将来展望を見据え、家庭、
地域、各関連機関と連携し、適正
なＰＴＡ運営を図る

「北桑田高校の未来を創る会」の適正な企画運営を図る。

利用しやすいよう館内の環境整備を行う。

通学バス関係で南丹市との連携を図る。

広報活動の充実を図る

図書館利用の推進

家庭訪問等により、家庭と積極的に連携する。
地域社会・関係諸機関等の行事参加や開放講座等などの開催
各学期２回、学校便りを発行することなど、広報活動を積極的に推進する。
各学期に校内研修を行う。

１　学力充実向上
（１）研究授業・公開授業の実施
（２）シラバスに基づく計画的な学習指導
（３）自主的な学習習慣を確立する指導の工夫
２　潜在能力を引き出す積極的な進路指導
（１）土曜補習の実施、活用
（２）進路補習の計画的な実施
（３）各学年ごとの成績と府高実力テストの個人別データを活用した進路指導体制の強化。
３　地域から信頼され、地域の誇りとなる生徒の育成
（１）特に学区外からは明確な目的意識を持った生徒を入学させる。
（２）全教職員が共通理解・認識をもった学校運営の実施
（３）教職員の合意形成の工夫改善と、生徒と接する時間の確保
（４）特色ある教育課程や部活動の推進
（５）積極的な広報活動により、中学生及び地域の人々の本校教育活動への理解を一層深める。
４　教職員の健康管理
（１）勤務時間を適正にし、教職員と家族の心身の健康を保持する。

前年度の課題を踏まえた目標を設定し、その達成に努める。
目標の具現化のため、全教職員が一致協力して取り組む。
内部評価・外部評価による点検・改善を行い、評価結果を公表する。

具 体 的 方 策

各分掌間の連絡・調整により、分掌相互の連携を重視した運営を行う。
部長会議・教科主任会議で検討・決定された内容を各分掌や各教科で具現化する。
分掌及び教科会議を充実させ、具体的な取組の進捗状況の点検、改善を行う。

学校教育目標の具現化

連携を重視した組織体制の確立

人権教育

家庭・地域との連携

組織・運営

ＰＴＡ等渉外関係総
務
部

広報活動

平成19年度　府立北桑田高等学校　学校経営計画　（　計画段階　）

１ 　学力の充実・向上

２ 　希望進路の実現

３ 　地域から信頼され、地域の誇りとなる生徒の育成

本年度学校経営の重点（短期経営目標）昨年度の成果と課題
（１）学校経営
【成果】・土曜補習の実施（年間 20回）
　　　　 ・地域との連携
　　　　 ・部活動、生徒会活動の活性化（奉仕活動の実践その他）
　　　　 ・小中との連携
　　　　 ・防災訓練、施設設備点検の実施
【課題】・進路補習、授業、集中学習会の体系化
　　　　 ・服装指導の充実
　　　　 ・老朽化施設の改善
         ・舎監1名による寮の管理
　　　　 ・中学校との連携の充実
　　　　 ・広報活動の充実
　　　   ・学校評議員会の活用
（２）学校教育
【成果】・生徒の怪我、病気、問題行動への組織的対応
　　　　 ・管理職、教職員間相互の緊密な連携
　　　　 ・シラバスの充実
【課題】
　　　　 ・進路指導計画の体系化
　　　　 ・府立高校実力テストのより有効な分析と活用
　　　　 ・研究授業の充実
（３）職員の管理・育成
【成果】・部長会による調整
　　　　 ・本校の課題を地域の課題として理解してもらった
　　　　 ・研修、教職員評価による教員の意識改革
　　　　 ・衛生委員会の定期開催（年4回）
【課題】・部長会の議論の活発化
　　　　 ・地域の教育保障
　　　　 ・生徒による授業評価の活用
　　　　 ・情報管理に関する校内マニュアル作成
　　　　 ・教職員の健康管理、業務分担の適正化

学校経営方針（中期経営目標）

図書委員会の活動を活発化する。

研修等の実施により教職員との連携を深める。図書館管理等
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各学年に応じた進路指導目標及び計画を充実させ、その具体化に努める。
進路学習及び進路説明会等の系統化とその内容の充実を図る。
土曜日・放課後・休業中等の計画的・継続的な進路補習を進める。
模擬試験、資格・検定試験等の受験を勧め、進路選択能力をつけさせる。
進路情報の収集・整理に努め、日常的な進路相談活動の充実を図る。
制服を正しく着用する指導の強化
朝の登校指導及び遅刻指導の継続
定期的な全校集会の実施
特に１年生の部活動加入率の向上を目指す。
生徒激減期を見据えた部活動の精選及び強化を図る。

生徒会活動の活性化 学園祭を中心とした生徒会行事の発展、充実を図る。
ボランティア活動の推進 全校生徒を巻き込んだ校内ボランティア活動の実施
交通安全指導の強化 ４ない運動＋１の堅守と自転車通学の安全指導強化
不審者等への対応強化 危険を回避することを主眼とした不審者対応策の指導を充実
校内の安全確保 校内巡視等の実施による危険の早期発見と対応できる体制の構築

授業を大切にさせ、落ち着いた学習に取り組める雰囲気作りに努める。
学習・部活動等のバランスを考え、家庭学習の時間を確保させる。

日常の清掃活動を徹底し、環境美化に対する意識が高まるよう指導する。
将来の進路について理解を深め、目標を持って高校生活を送る姿勢を確立させる。
進路指導部との連携を図りながら、計画的な進路指導を進める。

健康診断結果に基づく健康指導を充実させる。
各学年、各分掌との連携により生徒の課題をふまえた保健学習を充実する。
教育相談会議や学校保健会議等を充実させる。
清掃用具の点検、補充と計画に基づく清掃活動の徹底に努める。
美化委員の活動を活発にし、良好な学習環境を確立する。
エコ活動への意識向上のため、ゴミの削減や分別、節電などに努める。

定期的な食事内容の検討や施設設備の点検・改善等、寮環境の充実に努める。

寮生との対話や保護者との連携を密にし、寮生活に関する情報の共有化を図る。

規則の遵守を徹底する。

生徒の目的意識を高め、明確に
させていくための計画的・系統的
な指導の確立
主体的な進路選択能力の養成と
学力の向上

中国陜西省での交流事業及び京都大学との連携事業の継続と成功に向け計画的に取り組む

演習林及び圃場の適正な管理と安全教育の実施

授業アンケートを実施し、生徒の実態把握と、授業改善に努める。

教科担当者との連携をより密接に行う。
“わかる”ことを通して学びの姿勢を身につけさせる。
規律ある生活態度を育成する（遅刻指導、挨拶の励行）。
部活動や学校行事等で中心的な活動ができるよう自覚を持たせる。

学校説明会でのプレゼンテーションの改善と工夫を行う。

学科、類・類型等に応じつつ、弾力的に運用できる特色ある教育課程を編成する。
適切な教育課程になっているか、常に点検する。
シラバスを公開し、生徒に予習･復習の継続を促す。

保
健
部

第
一
学
年
部

第
二
学
年
部

第
三
学
年
部

進路指導

学習環境整備

行事等、リーダーシップを持ち行動する力を育成する。

進路指導

進路指導

健康安全管理

生徒会活動

安全指導

学校生活において中心的な役割
を果たせるよう自覚を促す

生活指導

教育課程

学習指導

生活指導

進路指導

学習指導

農
場
部

寮
務
部

生活指導

進
路
指
導
部

生
徒
指
導
部

教
務
部

生徒・保護者・学校の連携を密にした進路指導を推進させる。
面談、情報提供を適切に行い、全員の進路希望を達成させる。

生活指導
基本的な生活習慣を身に付けさ
せる

規律ある学校生活が送れるよう指導する（遅刻指導、挨拶の励行）。
基本的な生活習慣の確立

部活動加入の奨励と活性化部活動

学習習慣の養成と学習に対する
基本姿勢の確立

学習指導

三年間を見通した計画づくりと指
導の充実

進路実現にむけ、計画的・自主的な学習姿勢を確立させる。
最後まで授業を大切にし、また土曜を有効活用した日々の学習習慣を定着させる。

最上級生として、規律ある生活態度を確立させる。

進路に関する情報収集能力を高める。
保護者や進路指導部と連携して進路決定へと導く。

進路実現に向けての具体的方途
を描かせる

学習習慣の定着と学習意欲の向
上を図る

進路実現に繋がる授業を中心に
据えた学習姿勢をつくる
最上級生として自覚を持った生活態度を確
立し、率先して行動できる力をつけさせる

保健管理、健康教育を充実
し、生涯にわたる健康づくりを
目指す

清掃美化に努め、良好な学習環
境を確立する。

農場収入と圃場の計画的な運営
農場管理

希望進路を切り開き、全員達成さ
せる

専門学科教育

寮運営 愛情と規律のある寮運営を図る

専門教科での実習の充実と安全教育の徹底

農場部一丸となって農場収入を充実させる。

誇りの持てる進路指導と教科指導の実践
農業クラブ大会への積極的な取り組みと入賞を目指す

進路指導部との連携と、誇りの持
てる専門教科指導

広報活動
選ばれる学校を目指し、本校の
特色を積極的にアピールする

総務部と協力して体験セミナーの改善と工夫を行う。

特色ある教育課程の編成

教科指導
シラバスにより科目ごとの計画
を明確にし、生徒の学習習慣を
確立させる 公開授業週間を設定し、教員の研修とする。
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小テスト、課題などを通して基礎学力の徹底を図る。
さまざまな文章に親しませ、視野を広げ、思考力を養う。
古典に親しむ態度を育てるとともに、文法の理解を深める。
論理的な構成を工夫して自分の考えを文章化する力を培う。
年間指導計画やシラバスに基づいた授業展開
生徒の理解を深め、興味関心を高めるような教科指導の工夫
補助教材や基本問題を通しての基礎学力の充実
応用問題・レポート課題を通しての実践的学力の向上
生徒の学力及び意欲に対応した、習熟度別講座編成を展開する。
定期的に小テストを実施することにより、基礎的な内容の定着を図る。
日常的に課題を提示し、家庭学習の習慣を身に付けさせる。
発展問題の演習や補習を通じて応用力の伸張を図り、個々の生徒の学力向上を目指す。

小テスト、課題等を通して基本的な学習内容の定着を図る。
観察・実験等、自然の事物・現象に対する理解を深める工夫をする。
生徒の理解度に応じて、補習や補充の手立てを行う。
運動の基盤となる十分な睡眠や朝食をとることなどの生活上の指導を充実させる。
運動に適した服装や頭髪などの点検を含め、安全に留意した指導を行う。
器具の取り扱いなどについての指導を確実に行う。
器具の準備や準備運動等をはじめ授業を主体的、意欲的に行うよう指導を工夫する。
種目の特性や技術を理解して、積極的に取り組み、技術を向上させる。
体調不良等でもできるだけ授業に参加させるよう、配慮した指導を行う。

教科指導の工夫 造形表現の基本技術の習得を目指す
美術作品の基本的な鑑賞力の育成を目指す
芸術を愛好する気持ちを育てる
無理のない年間指導計画の作成

施設・設備の活用 作品展示用設備を活用する
教科指導 日々の学習の定着を図るため、授業と補習を充実させる。

小テスト等を習慣化するなど基礎的な学力の定着を図る。
土曜日や放課後・長期休業中等を活用した補習を充実する。
英語検定等の受検を奨励する。
ＡＥＴと連携して個に応じた指導を充実する。
日々の授業を前向きに主体的に取り組ませる。
自分自身の生活を見直し改善していけるような学習課題に取り組ませる。
さまざまな人の意見を聞き、多様な価値観に触れ、自分らしい生き方について考える。
知識・技術の習得に加えて、実生活の内容を取り入れた授業にする。
調理や衣服等の実習を通して日々の家庭生活で実践できる力をつける。
保育や介護等の校外実習を通して知識と技術の向上を図る。

講座の特性（情報A・情報C・情報処理）を生かした、実習の展開
習熟度に応じた指導（補講等）を行う。
情報リテラシーの習得。
各種競技会・コンクールへの参加・応募等の啓発及び指導の充実
各種資格取得の実施と啓発・指導の推進
情報機器を利用した情報収集能力の育成

・電気、水道等の義務的経費を抑制するため、日常点検や精査・精選を行う。
・預り金や寮費等の私費会計の適正な管理を行う。
・日常点検による不良箇所の早期発見と早期の処置を行う。

国
語

事
務
部

理
科

自然に対する関心を高め、観察・
実験などを通じて科学的に探求
する意欲と態度を育てる

教科指導

教科指導

数
学

教科指導

計画的・系統的・効率的な教科指
導

基礎学力と実践力の向上

基礎・基本の定着を図り、学習習
慣の確立を目指す。

社
会

保
健
体
育

健康安全に留意した指導

主体的で意欲的な授業態度の育
成

教科指導

英
語

教科指導

芸
術

教科指導

次年度に向けた改善の
方向性

情
報

ＩＣＴ活用能力をはぐくむ基本技術
の習得

進路に結びつく情報活用能力を
育成

教科指導

農
業

教科指導

家
庭

進路実現に役立つ職業教育の充
実を図る

技術を高め、知識との一体化を図
る

教科指導
生活を主体的に創造する力を
もった「生活者」を育成する

文書・情報管理

施設設備管理

学校財政

応用力の伸張を図り、進路希望実現
に向けた学力を身に付けさせる

言語を媒介にした思考力を身に
付け、文章読解力、表現力を向上
させる

教科指導

特色ある学校づくりを推進するた
め機動的、積極的な財政運営に
努める

安全で快適な施設設備の充実を
図る

早い段階から進路意識を高め職業観を身につけさせる
地域の特色を生かした教材の積極的活用及び高大連携等外部講師の活用
習熟の程度に応じた補習の実施と進路相談
資格取得を奨励し、農業クラブ大会での上位入賞を目指す

コミュニケーション能力の向上を図る

・特色ある学校づくりを推進するための予算措置を積極的、機動的に行う。

個人情報保護の観点から、文書やデ
ジタル情報の管理を適切に行う

・冷房運転を効率的に行うと共に冬季暖房では旧式ストーブの更新を行い快適な環境を整える。

・バリアフリー対応や憩いの場をつくる等快適な環境を整える。
・公文書の整理、保管、廃棄を適切に行う。
・情報保護のための環境を整える。（机のカギ、保管庫等）

先進地見学、中国での植林体験などを充実させ様々な活動のきっかけを作る
計画を立て、目標を達成する過程の経験の場を数多く設定する→やりがい


